
平成28年度 定期総会挨拶 

 

                               東京都公立高等学校退職校長会 

会 長 多 田  丈 夫 

本日は、第 33 回定期総会を開催しましたところ、ご多用の中、元教育次長 鳴川 智久様、教育庁指導部高等学

校指導課長 藤井 大輔様、同高等学校教育改革担当課長 大林 誠様、東京都公立高等学校長協会会長 上村 肇

様をはじめ、多数のご来賓をお迎えし、錦上花を添えていただき、誠に有難うございます。 

また、この春と秋の叙勲の栄誉に浴した先生方、さらには、米寿並びに長寿を迎えられた先生方、誠におめでとう

ございます。先生方のますますのご活躍を心から祈念すると共に、本会への変わらぬご指導・ご鞭撻をお願い申し上

げます。 

◯さて、忘れもしない、平成23年3月11日。震度9.0という東日本大震災が起こり、尊い命が奪われ、美しい日本

の国土、約38万㎢の1/4にあたる10万㎢が壊滅してから5年。今なお危険にさらされながら、被災地は、復旧・

復興に懸命であります。私にとっては、会長就任時の忘れられない出来事でした。また、多くの人々が復旧・復興

に懸命になっている最中の今年の 4 月 14 日にも突然、熊本地震が起こりました。東日本大震災同様に被災者の皆

様や子どもたちも自然の脅威や人間の無力さを感じていることと思います。我々も自然災害に万全を期し、いろい

ろな形で支援しながら、今後とも二つの震災にできる限り寄り添いたいと思っているところです。 

◯次に、昨今の社会、経済、教育などの流れ見ますと、内外共に、不安定で不透明さが増しているように感じます。

そんな中、改正公職選挙法が6月19日に施行され、国政選挙への高校生の参加がもっぱらの話題になっています。

このことで高校教育も様変わりしています。いわゆる、主権者教育の実際と今夏の参議院選から240 万人の若者の

投票行動が始まるからです。従前は、事実上禁止だった高校生の政治活動が解禁され、都立高校でも国政選挙を想

定した模擬投票とか、校長自らが選挙権拡大の歴史や投票することの大切さを説いているところもあるようです。

文科省は、教育現場での活動にどのような禁止や制限をするのか、高校生には何が出来て、何ができないかといっ

た学習も極めて大切で、手放しで喜べない現実もあり、教育的観点からも注視しなくてならない課題です。 

◯また、2020 年の東京のオリンピックも大きな関心事です。準備段階でお騒がせな話題が多いのも気になりますが，

東京都の教育行政の根本方針である 

教育施策大綱の中でも、児童・生徒がアスリートに接するといううれしいニュースやオリンピックの理念や歴史、

意義や役割などへの理解を深める学習計画が用意されています。いろいろの準備が急がれますが、先の東京都の有

識者会議がまとめた①日本人としての自覚と誇りを持ち、自ら学び行動できる国際感覚を備えた人。➁多様性を尊

重し、共生社会の実現や国際社会の平和と発展に貢献できる人。の二つ「オリンピック・パラリンピックが目指す

人間像」は、特に期待したい課題であります。ここにおられる先生方は、あの東京オリンピックを経験した世代で

もあり、その意味で、退職校長会も何らかの形でオリンピック・パラリンピック教育にお役に立てればと思ってい

る昨今です。ところで、オリンピックへの小さな記事ですが、世界の人々をお迎えする東京にゼラニュームの花や

日日草を植える計画があると聞きます。ゼラニュームは、防虫効果があるとのこと、このような目立たないところ

に配慮や準備をしていることにも目を向け関心を持ちたいものです。 

◯さて、今年の総会は役員の改選期に当たります。去る６月8日に開催された役員会で役員候補者の選任について話

し合われ、会長一任との了解をいただきました。その際、〈本会の発展を期し、組織の将来を見据えた大胆な編成〉

をお約束させていただき、本日を迎えました。この件は、後ほど、新しい役員選出と会則の一部改正をお諮りいた

しますので、よろしくお願いいたします。 

◯本日は、元、国立市教育長で教育評論家(元都立工業技術センター所長、元都立教育研究所所長、元教育庁施設部長、

元拓殖大学講師)－体験的教育改革論―教育、その揺らぎと再生－の石井昌浩先生を迎えし、記念講演を企画いたし

ました。忙しい合間をぬってご出席いただきました。先生、よろしくお願いいたします。 

終わり、本日ご参会の先生方、並びに本会会員の皆様のますますのご発展とご健勝を心から祈念し、はなはだ措辞

ですがご挨拶とさせていただきます。有難うございました。 

 (注) この度の総会で役員改選が行われ、会長が強く推奨する平島 満氏が満場一致で新会長となりました。したが

って、この挨拶が多田 丈夫会長の最後の定期総会での挨拶となり、会長職6年の任期を終え、本会の相談役に

就かれました。 

 


